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る ｢ 環境因子 ｣ が個人の日常生活活動や社会参加に与える影響を考慮に入れ、「個人因子」としてのストレ
ングスを活用・強化するというソーシャルワークの固有性が示されたといえる。
３．「障害学」と「ソーシャルワーク」の視点の融合の可能性
　障害学の社会モデルに依拠する「脱親理論」の視点を取り入れ、「社会的ケアへの移行」を、障害者本人
の成人としての自立・脱親のプロセスととらえると共に、母親を子育てを卒業した一人の人間としての歩み
ととらえることにより、ソーシャルワークの視点と障害学の枠組みを融合させた相談支援の方向を指し示す
ことができた。
４．実践ガイド作成に至るプロセス全体における相談支援現場への貢献
　相談支援者への聞き取りと分析、アンケート調査によるその妥当性の確認、また支援者と共に行った調査
結果の検討というプロセス全体に丁寧な姿勢を持って取り組み、最終的に「母親によるケアから社会的ケア
－ 4 －
への移行」に向けて有用な実践ガイドを完成させることができた。
　なお、最後に今後の課題としては、本文においても調査の限界として調査対象の限定等に言及していると
ころであるが、特に完成された実践ガイドは、今後も活用することを通じて、その効果や課題の検証が求め
られる。またサービス資源が不十分な現状において、調査結果からも導き出された、本人 ･ 家族と共に社会
を変えていくための知識や技術等について明らかにしていくことが、今後の研究課題として期待されるとこ
ろである。
　以上の審査結果を持って、審査委員会は、植戸貴子氏の学位請求論文は、博士学位（人間福祉）論文とし
ての水準に十分に到達しており、博士学位授与に値するものとの結論を得たのでここに報告する。
